される ことなくして どこ ま でも 危機と してと どまる。 

真理の 普遍妥当性 —— それ は 抽象的な 永遠 性で ある I 

I を 信奉す る 者、 真理の 自己 同 一 性 —— それ は 形式的 

な 不変性で ある —— を 主張す る 者、 総 じて 真理が 矛盾 

を 媒介と して 発展す る 生命で ある こと を 把握し ない 者、 

かくの ごとき 人々 は、 自己の 思想に 反対し、 対立す る 

思想の 現われる とき、 それ はた だ 彼の 思想に と つての 

み 危機で ある こと を 忘れて、 かえって それが 一般に 思 

想 そのもの、 真理 そのものの 危機で あるかの ごとく 見 

なし、 いたずらに 思想の 危機 を 叫ぶ ので ある。 彼らに 

とって 否定 は 単なる 否定で ぁリ、 矛盾 は 単なる 矛盾の 



論 的な 領域から 他の 領域へ 移されて いるの を 見出す。 

我々 は 独断論が 本質的に は 理論的な 立場で ない こと を 

発見す るであろう。 純粋に 思想す る 者で ある 限り、 何 

人 も 自己批判 的なら ざ る を 得な い 危機に 際して、 思想 

の 危機の 問題に 関して 何故に かく も 独断論 者が なお 存 

在す るであろう か。 

私 は これまで 思想 を 主 として 真偽と い う 方面から の 

み 考察して 来た。 真理と 虚偽 は、 哲学 上の 用語 法に 従 

うならば、 思想の 「価値」 である。 あたかも 美醜が 芸 

術に 属する 随値 であり、 善悪が 道徳のに なう 価 B であ 



かる 規定 を 思想の 「価値」 と 区別して 思想の 「性格」 

と 名 づけようと 思う。 思想の 性格 を 表現す る 言葉 に は 、 

善、 悪 以外に、 危険、 穏健、 反動的、 過激 的な ど、 そ 

の 他の ものが ある。 思想 は 現実に おいてす ベて 性格 的 

である。 否、 我々 の 日常の 生活に あって は、 真理と 虚 

偽なる 思想の 価値 は蔽ぃ 隠されて しまつ て、 思想 はす 

ベ て 性格 的な ものと して 生きて いるの がつ ねで ある。 

， J こに 注意す ベ き は、 思想の 価値と 性格と が 必ずし 

も 相応しな いという ことで ある。 善い 思想が 必ずしも 

真なる 思想で ある わけで なく、 危険な 思想が 必ず し も 

偽なる 思想で ある わけで はない。 しかしながら 実際 生 



, J とが 純粋に 理論的 意識 を 維持す る 所以で あると する 

見方 は、 思想の 危機に あって は、 なんら 現実的なる 理 

論 的 意識で ある ことが 出来ぬ。 思想の 危機に あって は、 

このような 見方 こそ かえって 理論的 意識 そのもの を 死 

滅 させる ことと なる。 それ はこのと き、 思想 そのもの 

にと つて はむしろ 「危機の 思想」 であるの である。 こ 

こに 私 はか かる 非現実的な 危機の 思想と して 現われて 

いる 一、 二の もの を 挙げてお こう。 

その ひとつ は 形式主義 である。 形式主義 者 は 考える。 

理論 は 理論と していつ でも 形式的な ものである。 した 

がって そこに は 階級 性な ど はあり 得ない。 彼ら は 階級 



(一九二 八-ニー) —— 

(『改造』 一九二 九 年 一 月 号) 
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